
◎ 人材バンクの現況

令和６年２月に立ち上げた人材バンクの登録者は、令和７年１０月末現在３３名で、

その内、実際に指導員として学校に配置されているのは、２９名となっています。
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指導員の多くが「部活動を通して、仲間を頼ったり自分が頼られたりして、みんなで成長する力を身につけ
てほしい」という願いを持っています。指導員は、チームの一員として、喜びや悔しさといった思いを子どもたち
と共有しながら、技術だけでない部分も指導しています。今後も、指導員を拡充しながら、部活動の地域連携・
地域展開を推進していきます。
なお、部活動指導員の募集は、常時行っています。詳細については、チラシや米子市ホームページを確認し

てください。

◎ 部活動指導員人材バンク登録者募集

部活動の地域展開に向けて、本市公立中学校の部活動をサポートする人材を募集す

るため、チラシを作成しました。また、チラシを含め、申し込みに必要な様式を米子市のホ

ームページに載せ、どなたでも閲覧、活用できるようにしています。

本市では、令和７年度から、部活動改革統括コーディネーターを配置しています。部活動の地域展開に向け

て、地域クラブ活動の環境整備や充実を進めるため、関係機関・団体等との連絡や調整を行っています。今年

度の取組として、部活動指導員配置校への訪問を実施しました。その際に伺った話を紹介します。

◎ 部活動指導員の声

・体が続く限り指導を継続したい。生徒の
成長を近くで見られることが嬉しい。

・１年生も少しずつ親しみをもって接してく
れている。しっかり指導していきたい。

・新チームはやる気にあふれていて、自分
も負けていられないという思いになる。

・初心者が多いが、これを逆手に取って、競技の持つ
魅力がしっかりと伝わるように指導していきたい。そ
して、競技の楽しさが、その子を通じて周りの友達や
きょうだい等にも伝わり、この競技を“やってみたい”
と思う人を増やしていきたい。

・部員数が減り、合同チームで新人戦には出場した。
単独で出られないことは残念だが、生徒が活動する
場を柔軟に模索したい。

・米子市が地域展開へ向けて考えている方向性につ
いて、しっかり理解して協力したいと思っている。

・技術指導も大切だと思うが、社会に出る前に身
につけてほしい「礼儀」や「時間を守る」といった
ことも大切にし、人間形成にも力を注ぎたい。

・チームをよくするためにはどうしたらいいか自分
たちで考えさせ、キャプテンを中心に話し合いを
させている。

・顧問の先生が校務でいなくても指導できたり、
大会の引率ができたりすることはいいことだと思
う。自分が必要としてもらえることがとても嬉し
い。

・仕事を退職し、今は好きな競技の指導三昧で嬉しい。平日に
も指導するようになり、学校の先生たちの多忙さに驚いてい
る。少しでも助けになりたい。

・少子化が進み、部員が減ってきていることが心配。部活動が
なくならないよう、種目の楽しさを伝えたり、体験させたりし
たいと思う。

・学校部活動だからこそ、よりよい学校生活につながる指導を
していきたい。


